
日本における 

ビジネスインフラの整備 

平成23年10月 

次世代EDI推進協議会 

一般財団法人日本情報経済社会推進協会 



国内ＥＤＩの現状認識 

JAMA/JAPIA 

製品メーカー

部品メーカー

電子業界EDI

製品メーカー

部品メーカー

自動車業界EDI

手作業
変換

ECALGA 

基幹産業でも手作業 
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「すり合わせ型」から「モジュール型」への変革 

「すりあわせ型」ピラミッド構造  

セット 

部品 部品 部品 

       例：従来の自動車産業の構造 

「モジュール型」メッシュ構造 

セット セット セット 

部品 部品 部品 
（例：電気自動車で予想される構造） 

EDI は役にたっているか 

役に立つ（ 82.3% ） 

役に立つ（ 27.6%) 

EDI を利用（ 90.1% ） 

EDI を利用（ 44.1% ） 

平成21年度EDI実態調査より 

94社 

  加盟40団体2945社アンケート547社回答 

Web-EDIの出現 ⇒ 普及  独自EDI ⇒ 膨大な接続工数と多画面現象の発生 

年商20億円以下 

年商20億円以上 

年商20億円以下 

年商20億円以上 

EDIの使用状況 



ハードディスク 50％（日）

液晶ディスプレイ 16％（日）

コントローラ 3％（米）

電池 2％（日）
製造コスト

144ドル

その他
23％

プロセッサ 6％（米） プロセッサ 7％（米）

製造コスト
260ドル

液晶ディスプレイ 36％（韓）
※日本は一部に留まる

フラッシュメモリ 14％

（日・韓）電池 9％（韓・中・台）

その他
34％

（出所）NYタイムス、米アイサプライ、バークレイズキャピタル証券、日経産業新聞より経済産業省作成 

2005年： 
 iPod（販売価格299ドル）の製造コスト構成 

2010年： 
 iPad（販売価格499ドル）の製造コスト構成 

（参考）iPod→iPadに見る部材での中国・韓国勢の猛追 



健全な
下請取
引への
対応 

産業構
造の変
化への
対応 

画面型ＥＤＩによる
下請取引企業の
不利益。（ 画面型
ＥＤＩ使用企業：
72.8%） 

 

国際標準との整合
性に欠ける。（ 国
内標準ＣＩＩ使用企
業：29.1%） 

業界ごとにＥＤＩ標
準が異なり、相互
運用性がない。 

( 複数業界標準使
用企業：31.0%) 

 

依然として企業独
自ＥＤＩが多い。（ 企
業独自フォーマット
使用：41.3%） 

 

そもそも企業が業
界標準を使わない
ケースもある。（業
界標準を使ってい
ない企業：17.4%） 

 

産業構造の変化への対応と健全な下請取引への対応 

平成２１年度 ＥＤＩ実態調査より 



施策 

バイヤの躊躇によるＥＤＩ普及の鈍化、ＥＤＩ標準化や認定に期待 

素形材産業取引ガイドライン抜粋（平成２０年１２月 改訂）  

 

  業界標準に準拠していない固有ＥＤＩを求められる場合、 

  下請法に該当する恐れがある 

産業構造審議会情報経済分科会抜粋（平成２２年５月）  

     

 次世代EDI推進協議会（ＪＥＤＩＣ）はビジネスインフラの推進  

   １）『業界横断EDI仕様』の策定 

   ２）ＥＤＩソリューション認定 

   ３）地域中小企業への広報普及活動 

３年で１万社ビジネスインフラ促進 （経済産業省：ビジネスインフラ研究会報告書） 

ビジネスインフラ実証実験（平成２1年7月～平成22年3月）  

 

業界横断EDIによる健全性・業際性・国際性の実証実験 

電気・自動車を中心に４プロジェクト中小企業を含む50社が参加 
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ECALGA標準 JAMA-JAPIA標準 

電機電子業界 自動車部品業界 

電機電子大手部品メーカー 自動車大手部品メーカー 

自動車 

セットメーカー 

中堅中小企業 （主に独立系） 

ビジネスインフラ実証実験参加企業   
実証実験ケース 

①自動車大手部品メーカー（発注企業）－中堅中小企業（受注企業） 

②電機電子大手部品メーカー（発注企業）－中堅中小企業（受注企業） 

③自動車大手部品メーカー（発注企業）－電機電子大手部品メーカー（受注企業） 

④海外メーカー（発注企業） ー 国内部品メーカー（受注企業） 
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電機電子 

セットメーカー 海外メーカー 

（アジア） 
海外メーカー 

（北米） 



ビジネスインフラ整備の必要性 

サプライチェーンにおける情報共有の基盤を
整備するため、企業間での情報交換手段であ
るＥＤＩをビジネスインフラへ進化させる。 

産業構造の変化への対応 

 

 

ＩＴ化によるグローバル化の進展とグローバル最適調達、最適生産の拡がり 

グローバル化に伴い、サプライチェーンはピラミッド型からメッシュ型に変化 

世界が多極化が進む中、コモディティ市場でも勝負できるオープン型・協調型のものづくり戦略が重要に 

加えて日本の産業基盤を支える中小企業の活性化が急務 



ビジネスインフラとなるＥＤＩの条件 

健全性：下請法に基づく取引ガイドラインに則
り、下請け企業に不当な負担を強いること
なく、かつ中小企業の経営に役立つＥＤＩで
あること。 

業際性：業界を跨る企業間情報共有におい
て、それぞれの業界ＥＤＩ間で相互運用性
があること。また、異なる業界に属する取
引先との情報交換において、業界ごとの
異なる対応が最小限となるＥＤＩであること。 

国際性：産業の競争力の向上に資するには、
国内外の取引で使用できる規範となる国
際標準ＥＤＩに準拠していること。 

産業構造の変化 

への対応 
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発注 受注 

受領・検収 出荷通知 

支払通知 請求 

製品引取り約束 

受領の確認 

納入の約束 

発注企業 受注企業 

売掛・買掛の整合 

望ましい業界標準EDIにおける 

取引の可視化 

健全性 

企業間の取引は、それぞれの段階で明示化された情
報により合意が形成され、遂行されなければならない。 
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低価格で、どこからでも、誰からも容易に接続可能な
ネットワークによるシステム連携を可能にする。 

望ましい業界標準における 

システム連携（伝送） 

発注企業A 発注企業B 

共有でき
るネット
ワーク 

下請企業C 

業界固有 

ネットワー
ク 

ゲイト 

ウェイ 

下請事業者に複
数の通信回線接
続や複数の通信
プロトコル接続を
求めることは望ま
しくない。  

セキュリティの観点から取引関係者に閉じたネット
ワークも必要であるが、中小企業に配慮したアクセ
スルートも同時に提供することが望ましい。 

健全性 
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企業固有のWeb画面型EDIでは、社内システムとの連動を可

能にするため、同時に業界標準EDIメッセージのダウンロード・

アップロードを可能にすることが望ましい。 

望ましい業界標準における 

システム運用 

EDIデータのダウンロード 

EDIデータのアップロード 

業務 

業界標準EDI

メッセージの交
換 

社内システ
ムへの連動 

Web画
面型EDI 

望ましいWeb画面型EDI 

＊Web画面型EDIと並行してファイル転送型の
EDIも提供されることが望ましい。 

健全性 



相互運用性のための業界横断ＥＤＩ 
複数の業界と取引する企業は「業界横断ＥＤＩ仕様」で行う。各業
界標準ＥＤＩは「業界横断ＥＤＩ仕様」に対応することが望ましい。 

共通辞書 

国際標準 

製品メーカー 

部品メーカー 

共通部品 

メーカー 

Ａ業界ＥＤＩ 

製品メーカー 

部品メーカー 

Ｂ業界ＥＤＩ 

Ａ業界 Ｂ業界 

業界横断ＥＤＩ 

対応 対応 

Ｃ業界 

業際性 
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製造業における   

業界横断EDI仕様の適用 

建設 自動車電気電子電力

素形材

機械

計測

電線

部品

ものづくり基盤

鉄 化学 セラミック 非鉄

業界横断 

EDIにより 

単一仕様で 

複数業界と 

EDIが可能 

EDI共通 

辞書の 

活用 

業界横断EDI仕様によるシングルインタフェース 

業際性 
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自動車 

 
 
 
 
 
 

素形材・電線・共通部材・計測 

化学・建設・通信・・・ 

業界横断ＥＤＩ対応 

自動車業界標準 

ＥＤＩメッセージ 

業界横断EDI対応 

XXXX業界標準 

ＥＤＩメッセージ 

業界横断 

ＥＤＩ情報項目 

個社別のＥＤＩメッセージ 個社別のＥＤＩメッセージ 

個社別のＥＤＩメッセージ 

業界横断ＥＤＩ仕様による海外取引対応 

共通 

辞書 

国際標準 

整
合 

 
 
 
 
 
 

電気電子 

業界横断EDI対応 

電機電子業界標準 

ＥＤＩメッセージ 

個社別のＥＤＩメッセージ 

国際性 

海外企業 

業界横断EDI仕様は国際EDI標準（国連CEFACT標準）の共通辞書を基に
定義される。業界横断EDI仕様を採用すれば海外企業との取引において容
易に相互運用性を確立することができる 
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取引当事者 

取引先コード 

企業名 

住所 郵便番号 

都道府県 

市町村 

建物 

「買い手」も 

「売り手」も 

コア構成要素 コア構成要素 

共通辞書には世界共通のEDIデータ 

「買い手」・「売り手」から(業務上の)コンテキストを
削除すると、属性が同じ「取引当事者」になる。 

注 文 

注文ヘッダー 

買い手情報 

… 

… 

注文ヘッダー 

買い手情報 

… 

売り手情報 

注文ヘッダー 

買い手情報 

… 

注文Header 

買い手情報 

… 

売り手情報 

発注明細 

発注明細 

注文明細(Detail) 

注文書の構造 業務情報項目(BIE) 

コア構成要素 

商品情報 

数量情報 

単価情報 



電機業界 

ＥＤＩ標準 

建設業界 

ＥＤＩ標準 

化学業界 

ＥＤＩ標準 
海外 

ＥＤＩ標準 

ＥＤＩ共通辞書 

  
準拠 

準拠 

準拠 

準拠 

異業種間の情報を「つなげる」共通辞書 



業界横断EDI仕様は、業界標準EDIフレームワークの１つの側

面である業務情報を規定する。業界横断EDI では、他の４つの

側面（業務連携・情報表現・電文搬送・運用手順）において、そ

れぞれにつき相互運用性のための推奨を行う。 

業務連携

業務情報

情報表現

運
用
手
順

電文搬送

実現 実現

文法化

関連付け

関連付け

実現搬送

業界横断EDI仕様 

業界横断
EDI仕様

（業務情報）

SWパッケージ

必要
情報項目

中小企業間
EDI

情報項目

ECALGA

情報項目

JAMA-JAPIA

情報項目

共通辞書

マスター
データ

マスター
データ

取引
トランザクション

EDI

アプリケーションアプリケーション

マスターデータは、EDIや、
Webダウンロ－ド、FAX、メー

ルなどで行われる。

いずれも、更新の同期が重要。

企業B企業A

マスターデータ
の同期
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業界横断EDI仕様 V1.1の範囲 

業界横断
EDI仕様 

電気 自動車 

化学 中小企業 

計画 選定 交渉 取引実施 アフターサービス

受発注 出荷検収 請求支払

所要見込 所要計画 予約注文 確定注文 納入指示

確定注文 確定注文請
H22年度活動仕様範囲

(取引プロセスの中核）

H23年度仕様策定範囲

苦労その１： 

業界ごとに異なるビジネスプロ
セスの摺り合せに時間を要する。 

（例）カンバン方式と発注書方式 

苦労その２： 

業界ごとに担当領域についての
認識のズレ。 

（例）自動車業界（①OEMとT1、 

②自動車部品業界を含む全領
域） 



国連CEFACT
BIE辞書ID番

号
項目種

BIEのBusiness

term
BIEのRemark 注釈 項目名 項目定義

得
票
数

JAMA-
JAPIA
使用

JAMAでの項目
ID

JAMAでの
項目名

JAMAでの定義
CEDI
使用

CEDIでの項目ID
CEDIでの
項目名

CEDIでの定義
ECALGA

使用

ECALGAでの項目
ID（データタグ番

号）

ECALGAIでの
項目名

ECALGAでの定義
中小企

業
使用

中小EDIでの項目
ID（データタグ番

号）

中小EDIでの
項目名

中小EDIでの定義

1 ヘッダ部 MA Order 注文書クラス
注文情報クラス
（項目セット）

受発注段階において、受注者・発
注者間で交換される諸々のメッ
セージを構成する際に使用する情
報項目からなるクラス。

－

2 ヘッダ部 UN01006517 ABIE CIOH_ Exchanged_ Document. Details 注文書
注文交換文書

注文書
注文書タイプ

注文情報文書クラ
ス

注文情報の文書全体に係る情報か
らなるクラス。 －

3 ヘッダ部 UN01006521 BBIE CIOH_ Exchanged_ Document. Issue. Date Time
注文日、

注文書発行日時

当該交換文書の発行日

付・時刻
注文文書発行日 発注日

注文を行った日付，または注文書
の書面上の発行日付。 4 ○ 発注日

注文書・納品書等の書面上の発
行日

○ 127 注文日時
購買発注データを相手先の連絡
した日（yyyy-mm-
ddThh:mm:ssZ)

○ 18103 注文日 注文を行った日付。 ○ 注文日
注文を行った日付，または注文
書の書面上の発行日付

4 ヘッダ部 UN01006521 SUPP Date Time. Time Zone. Code
注文日、

注文書発行日時

当該交換文書の発行日

付・時刻

注文文書発行日

タイムゾーン 発注日タイムゾーン

発注日のタイムゾーン。その地域
の標準時と協定世界時（UTC）との
差で示す。
日本：UTC+9、米国東部：UTC-5
＊省略時は日本とみなす。ただし、
国際取引においては、省略時はグ
リニッジ標準時とみなされるので要
注意。

1 ○ 127 注文日時
購買発注データを相手先の連絡
した日（yyyy-mm-
ddThh:mm:ssZ)

5 ヘッダ部 UN01006524 BBIE CIOH_ Exchanged_ Document. Purpose. Code 注文書目的コード

"request" または

"reminder"のような、当

該交換文書の目的を表

すコード

注文書目的コー

ド 内示／確定コード 1 ○ 内示／確定区分 内示/確定を区分

6 ヘッダ部 UN01006530 BBIE CIOH_ Exchanged_ Document. Category. Code
注文書カテゴリコー

ド

当該交換文書のカテゴ

リを規定するための

コード

注文書カテゴリ

コード 処理番号
当該情報の作成処理を特定する
番号。
(情報作成処理単位に採番。)

1 ○

処理番号 当該情報の作成処理を特定す
る番号
(情報作成処理単位に採番)

7 ヘッダ部 UN01006526 BBIE CIOH_ Exchanged_ Document. Version_ Identification. Identifier
注文書バージョン

番号

当該交換文書のバー

ジョン識別子

注文書改版回

数、

注文書変更履歴

番号

発注変更履歴番号 注文の変更履歴を管理する番号。 1 ○ 130
注文履歴番
号

購買発注番号毎の更新履歴の
管理番号

8 ヘッダ部 UN01006532 ASBIE CIOH_ Exchanged_ Document. Included. CI_ Note 注文書注釈
当該交換文書に含まれ

る注釈

注文書備考クラ

ス

注文情報備考クラ
ス

注文情報の備考からなるクラス。 －

9 ヘッダ部 UN01005557 ABIE CI_ Note. Details

注釈、

備考、

付加情報、

参考情報

注釈
注文書備考タイ

プ 備考タイプ － － ○ 996 発注コメント 発注時のコメントを表記

10 ヘッダ部 UN01005560 BBIE CI_ Note. Content. Text
備考

注釈内容

平文で書かれた当該注

釈の内容
備考 備考

参考情報を入力するフリースペー
ス。 2 ○ 996 発注コメント 発注時のコメントを表記 00263 備考

参考情報を入力するフリー
スペース。

○
<注文書備
考>

<注文書の全体に関する参考情
報を記載するフリースペース。>

11 ヘッダ部 UN01006533 ASBIE CIOH_ Exchanged_ Document. Effective. CI_ Specified_ Period 注文書有効期間
当該交換文書が有効な

期間

注文書有効期間

クラス

注文情報有効期間
クラス

注文情報の有効期間からなるクラ
ス。 －

12 ヘッダ部 UN01005608 ABIE CI_ Specified_ Period. Details 期間 期間 有効期間タイプ 期間タイプ － －

13 ヘッダ部 UN01005612 BBIE CI_ Specified_ Period. Start. Date Time 期間開始日時
当該期間の開始日付時

刻
期間の開始日 対象基準日開始日

発注の対象となる日付の範囲の開
始日。 1 ○ 対象基準日

当該メッセージ(業務)の対象とな
る範囲、または起点

14 ヘッダ部 UN01005613 BBIE CI_ Specified_ Period. End. Date Time 期間終了日時
当該期間の終了日付時

刻
期間の終了日 対象基準日終了日

発注の対象となる日付の範囲の終
了日。 1 ○ 対象基準日

当該メッセージ(業務)の対象とな
る範囲、または起点

15 ヘッダ部 UN01006589 ABIE CIOH_ Supply Chain_ Trade Transaction. Details 商取引

注文書のヘッダ部用「商

取引」

1つ1つの取引案件

取引クラス
注文情報取引内容
クラス

注文情報で伝達される個別取引の
内容に関する情報からなるクラス。 －

16 ヘッダ部 UN01006590 ASBIE CIOH_ Supply Chain_ Trade Transaction. Applicable. CIOH_ Supply Chain_ Trade Agreement取引契約
当該商取引に適用され

る取引契約
契約クラス

注文契約内容クラ
ス

注文契約内容に係る情報からなる
クラス。 －

17 ヘッダ部 UN01006534 ABIE CIOH_ Supply Chain_ Trade Agreement. Details
注文取引契約、

発注契約

注文書のヘッダ部用の

取引契約条項
契約タイプ 契約タイプ － －

18 ヘッダ部 UN01006535 BBIE CIOH_ Supply Chain_ Trade Agreement. Buyer_ Reference. Text

注文番号、

発注No.、

P.O.No.、

注番、

発注者契約番号、

買手側契約番号

当該取引契約におけ

る、平文で書かれた買

い手の参照

注文番号 発注番号

発注者が付番した，発注を特定す
る番号。
（複数明細がある場合は，明細は
「明細行番号」または「明細発注番
号」で識別する。）

4 ○ 注文番号

注文を特定する番号(複数の明細
を包含する)
《 キー単位で注文(指示)を表わす
(括る)もの 》

○ 124 注文番号

購買発注番号
※複数明細がある場合は、明細
は「購買発注明細番号」項目で管
理

○ 00007 注文番号
発注者が注文情報に付与
した管理番号。一意性を持
たせる。

○ 注文番号

一品一葉注文書において発注者
が付番した，発注を特定する一
意性を持たせた管理番号
多品一葉注文書の場合は，明細
は「明細行番号」と組み合わせる
かまたは「明細発注番号」で識別

19 ヘッダ部 UN01006536 ASBIE CIOH_ Supply Chain_ Trade Agreement. Seller. CI_ Trade_ Party

販売者、

売手、

受注者

当該取引契約における

売り手
受注者クラス 受注者クラス

受注者に関する情報からなるクラ
ス。 －

20 ヘッダ部 UN01005756 ABIE CI_ Trade_ Party. Details 取引担当事業者

商取引において一定の

役割を果たす機能を帯

びた個人、団体、組織

体

受注者タイプ 当事者タイプ － －

21 ヘッダ部 UN01005758 BBIE CI_ Trade_ Party. Global_ Identification. Identifier 国際企業コード

当該取引当事者の国際

的に一意な識別子（国

連DE3055登録コードの

み）

受注者企業コー

ド 受注者コード
注文を受ける企業/工場・事業所・
事業部門等を表すコード。 4 ○ 受注者

注文を受ける企業/工場・事業
所・事業部門等

○ 451
受注企業
コード

受注企業または企業･部署名称 ○ 00005 受注者コード

注文を受ける企業（６桁）お
よびその営業所・事業所・
事業部門等（６桁）を表す
コードで企業コードにより示
す。

○
受注者コー
ド

＜受注者コード管理組織が発番
した注文を受ける企業/工場・事
業所・事業部門等を識別するコー
ド＞

22 ヘッダ部 UN01005758 SUPP Identifier. Scheme Agency. Identifier 国際企業コード

当該取引当事者の国際

的に一意な識別子（国

連DE3055登録コードの

み）

受注者企業コー

ド発番機関

受注者コード発番
機関

受注者コードを発番した機関の識
別コード。
（UN/EDIFACT　Data element
3055のコードリストを使用する。）

2 ○ 18027
受注者コード管
理組織

受注者コードを管理する団
体を示すコード。

○
受注者コー
ド管理組織

受注者コードを管理する団体を示
すコード。

23 ヘッダ部 UN01005759 BBIE CI_ Trade_ Party. Name. Text 企業名
当該取引当事者の平文

で書かれた名称
受注者企業名 受注者名称

注文をうける企業/工場・事業所・
事業部門等の名称。 3 ○ 受注者名称 受注者の名称 ○ 450

受注企業名
称

受注企業または企業･部署名称 18028
受注者企業名
（漢字）

注文を受ける企業の名称。 ○
受注者企業
名

注文を受ける企業の名称。

24 ヘッダ部 UN01006744 BBIE CI_ Trade_ Party. Role. Code
取引当事者役割

コード

取引当事者の役割を表

すコード

受注者立場コー

ド

下請法対象企業識
別

注文を受ける企業が下請け法適用
対象であるか否かを示すコード。 1 ○ 下請法対象メーカ識別

下請法対象メーカーか、対象外
メーカーかを識別

25 ヘッダ部 UN01005762 ASBIE CI_ Trade_ Party. Postal. CI_ Trade_ Address 郵便宛名住所
当該取引当事者の郵便

が届く住所
住所クラス 受注者住所クラス 受注者の住所情報からなるクラス。 －

26 ヘッダ部 UN01005687 ABIE CI_ Trade_ Address. Details 住所、所在地 所在地 住所タイプ 住所タイプ － －

27 ヘッダ部 UN01005689 BBIE CI_ Trade_ Address. Postcode. Code 住所郵便番号 当該住所の郵便番号 受注者郵便番号 受注者郵便番号 受注者の郵便番号。 1 ○
＜受注者郵
便番号＞

＜受注者の郵便番号＞

28 ヘッダ部 UN01005692 BBIE CI_ Trade_ Address. Line One. Text
自由書式住所第一

行

平文で書かれた当該住

所の自由書式記述の第

一行

受注者住所1 受注者住所 受注者の住所。 1 ○
＜受注者住
所＞

＜受注者の住所＞

ITC/中小企業共通EDI
(一般）

DEN

行番号

国連CEFACT／BIE辞書 石化協/CEDIJAMA/JAMA-JAPIA標準 JEITA/ECALGA標準業界横断EDI仕様情報項目

ヘッダ/
明細

業界横断EDI仕様 V1.1：情報項目の策定作業 
国連CEFACT

標準情報項目 

項目名称と定義 

得票数 

JAMA/JAPIA 

石油化学 

ECALGA 

ITC：中小企
業 
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発注情報

注文情報文書クラス
・注文区分、発注日、備考、有効期間

注文情報取引内容クラス

注文契約内容クラス
・発注番号

受注者クラス
・企業コード、名称、住所、担当者連絡先

発注者クラス
・企業コード、名称、住所、担当者連絡先

親契約書クラス
・工事番号、工事件名

納入条件クラス 納入先企業クラス
・企業コード、名称住所、担当者連絡先

出荷元企業クラス
・企業コード、名称

納入作業クラス

決済クラス
・決済通貨コード

支払条件設定日クラス
・支払条件設定日

合計金額クラス
・注文金額合計、消費税合計

明細行クラス 明細行見出クラス
・明細行番号

発注品
・品名、コード、仕様、製品特性、仕入先、
カタログ、付帯情報、図面

明細行契約内容クラス
・注文契約内容クラスと同等

明細行納入クラス
・納入条件クラスと同等

明細行決済クラス
・決済クラスと同等

業界横断EDI仕様 V1.1：対象情報項目クラス図 

20 



21 

業界横断EDI仕様V1.1 

 

 発注者 受注者

発注準備

確定注文
情報送信

確定注文
情報受信

受注
内容確認

確定注文請け
情報送信

確定注文請け
情報受信

確定注文請け
内容確認

・発注要件の確定
・社内承認の完了

確定注文情報

・社内生産能力の調整／確保
・注文請け判断

受発注者間での取り決め
・注文内容を受諾する方法
・注文内容の変更を申し入れる方法

確定注文請け情報

・個別契約成立
・変更及び拒否の場合は、受発注者間
　の取り決めに従う

確定注文請け情報
を送信しない

・個別契約成立

辞書 

業務連携仕様書 業界横断EDI情報定義 業界横断EDI導入ガイド 

業界横断EDI仕様 解説書 V1.1 

 

共通辞書

国際標準

製品メーカー

部品メーカー

共通部品
メーカー

A業界EDI

製品メーカー

部品メーカー

B業界EDI

A業界 B業界

業界横断EDI仕様

対応 対応
ASPなど

中小企業等

 取引プロセス階層と情報種

受発注 出荷検収 請求支払

所要見込 予約注文所要計画 納入指示確定注文

確定注文請
情報

確定注文
情報

予約注文請
情報

予約注文
情報

取引プロセス
大分類

商取引
段階

情報種

取引プロセス
中分類

・・・ ・・・

業界横断EDI仕様V1.1対象範囲

計画 選定 交渉 取引実施 アフター
サービス

 

全業界共通化可能な情報項目（共通部分） 

自動車部品取引に必要な情報項目 

電子部品取引に必要な情報項目 

化学品取引に必要な情報項目 

 

中
小
企
業
と
の
取
引
に
必
要
な
情
報
項
目 

情報項目の選定 



・・・・Ｇ・・・・・Ｓ 

ITC協会主催 中小企業向けEDI実証実験計画 

グリーンEDI 
サーバ 

（小島プレス工業） 

EcoChange 
EDI-ASP 

（某EDIベンダー） 

ねじ業界 
EDI-ASP 

（八幡ねじ） 

一般製造業 
バイヤー企業 

サプライヤー 
企業 

一般製造業 
バイヤー企業 

自動車部品 
バイヤー企業 

サプライヤー 
企業 

サプライヤー 
企業 

サプライヤー 
企業 

例えば、中小企業に適した横断EDI仕様の策定 

横断EDI仕様が出来ると、 
どんなメリットがあるの？ 

多画面現象が解決出来ます。 
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例えば、大手企業が協力したら 

A社 
購買部 

B社 
購買部 

C社 
購買部 

X社 
ＡＳＰ 

Y社 
ＡＳＰ 

Z社 
ＡＳＰ 

１次サプライヤ １次サプライヤ 

１次サプライヤ １次サプライヤ 

１次サプライヤ １次サプライヤ 

この計画進んでいるの？ 

これからです！ 
ＡＳＰ間連携 

襟も正して
貰えるのね 

何千社も 
相互接続 
出来るのね 
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ビジネスインフラが整備されたなら 

製品メーカー 

部品メーカー 

共通部品 

メーカー 

A業界EDI 

製品メーカー 

部品メーカー 

B業界EDI 

業界横断 

EDI仕様 

C業界 

ASP_A 

ASP_B 
変換 

変換 

現状の業
界標準EDI

そのままで 

海外企業とのEDIも容易に 

異なる業界と
の取引も一つ
の標準で 



新たな挑戦に向けて 



ビジネスインフラのアジア展開 
AFACT Plenary

Steering 

Committee

TMC

Technology and 

Methodology 

Committee

BDC

Business   

Domain 

Committee

CMC

Community 

Support 

Committee

UNNExTメンバー

Core Expert

グループ
各国窓口

UNNExT事務局
（ESCAP）

UNNExTパートナー
（WCO、ADB、、、）

アドバイザリー
委員会

AFACT 

UNNExT 

国連CEFACT標準をベースに、アジア各国で
相互運用性のあるビジネスインフラを推進 

国連ESCAPが中心となり、アジア地域の
発展途上国のビジネスインフラ推進支援 



ビジネスインフラ 

ビジネスインフラ 

ビジネスインフラ 

日本企業の海外進出 

において、日本のビジ 

ネスモデルと連携でき 

る仕組みを構築 
海外取引が国内取引 

と調和し、グローバル 

SCMシステムの構築 

が容易になる 

ビジネスインフラ輸出は、 

クラウド構築をベースに、 

インフラアプリケーション 

に順次拡大できる 

ビジネスインフラのアジア展開の可能性 



サプライチェーンの脆弱性を補完できるビジネスインフラ 

東日本大震災の教訓   必要部品の何が入手できないのかすぐには分からない！ 
             代替品・代替購入先への変更が困難！ 

EDI 

サプライチェーンをネットワークとしてとらえる 

EDI 

EDI 
EDI 

業界横断EDI 
による連鎖？？？ 

・ネットワーク特性（ハブの集中度/リンクの複雑性）からサプライチェーンの頑健性や柔軟性を捕らえる。 

・サプライチェーンをネットワーク管理の観点で捕らえる。 

・サプライチェーンにおける企業の価値をネットワークの観点から観る。 


